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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

被災地域における⼤規模⽔⽥輪作体系構築と除染後農地の早期地⼒回復が課題となる中で、⼦
実⽤トウモロコシは、茎葉等有機物の⼟壌還元が可能であり、国産濃厚飼料としてニーズが⾼ま
っている。このため、浜通り地域の⼤規模⽔⽥輪作体系において作業時期が競合しない⼦実⽤ト
ウモロコシ⽣産に適した飼料⽤トウモロコシの品種選定試験を⾏った結果、極早⽣品種の「タラ
ニス」と「エスパス（系統名 SL0746）」が有望であった。 
                                                         

（１） ⼤規模⽔⽥輪作体系に組込むことを考慮し、⽔稲収穫前に収穫可能と考えられる極早⽣品
種（RM90〜95 ⽇）を栽培し、⽥植え前の４⽉下旬に播種すると、８⽉下旬から９⽉上旬に
完熟期まで到達する（図１）。 

（２） 「タラニス」及び「エスパス」の⼦実の乾物収量は供試した３品種３か年平均の 611kg/10a
を上回った（表１）。 

（３） カビ毒はデオキシニバレノール（DON）、ニバレノール（NIV）、ゼアラレノン（ZEN）、フ
モニシン（FUM）が検出されたが、すべて配合飼料の給与基準（DON：3mg/kg、NIV：現
在基準値なし、ZEN：0.5mg/kg、FUM：4mg/kg）を下回っていた（表２）。 

 
２ 期待される効果 

（１） 本品種を導⼊することで、⼤規模⽔⽥輪作体系に⼦実⽤トウモロコシ栽培を組込んでも播
種時期や収穫時期が⽔稲と競合することなく、収穫作業も汎⽤コンバインによる収穫が可
能なため、ほ場や作業機械を効率よく稼働させることができる。 

（２） 耕種農家における国産濃厚飼料の⽣産が可能となる。 
 
３ 適⽤範囲 

（１） 浜通り地域 
 
４ 普及上の留意点 

（１） ⽔⽥輪作体系での栽培においては、明きょ等の湿害対策が必須である。 
（２） イノシシ等の被害を防ぐため、電気柵設置等の対策が必須である。 



 
Ⅱ 具体的データ等 

 
 
 
 
 

図１ 播種及び収穫時期 

表１ 収量性                  単位：kg/10a 

 
 
 
 

 

 
 
表２ 完熟期のカビ毒含量              単位：mg/kg 
 
 
 
 
 
 
  
カビ毒の基準値 デオキシニバレノール：3mg/kg、ニバレノール：基準値なし 
        ゼアラレノン：0.5mg/kg、フモニシン（B1+B2+B3）：4mg/kg 

(「飼料の有害物質の指導基準及び管理基準について」より抜粋) 
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